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　地球環境問題を論じるとき＜鳥の目＞＜虫の目＞＜魚の目＞という比
ひ ゆ

喩が時々つかわれます。地
球46億年の歴史を俯

ふ
瞰
かん

することは＜鳥の目＞に属し、地元の環境変化に注目することは＜虫の目＞ 
にあたります。そして2025年に予定されている大阪・関西万博にむけての流れは＜魚の目＞を必要
とするかもしれません。来たる夏季展示「めぐる・かわる・つながる～吹田の自然環境と生き物の
移り変わり～」（７月23日（土）− ８月24日（日））もそのようなマクロとミクロ、それにトレン
ドの視点から展示を構成しようとしています。

しかし、それ以上に、本展示には＜市民の目＞が加わっています。新型コロナウイルスのパンデ
ミックを経験し、人間中心主義の世界観が改変をせまられるなか 、生きとし生けるものの「いの
ち」を再考するための、市民目線の展示でもあるからです。市民実行委員会のメンバーはそれぞれ
に課題を設定し、さまざまな実験を試みようとしています。本号でお届けするのはその中間報告で
す。自然環境に恵まれた紫金山公園の一角にある当館に、会期中に一度ぜひ足をお運びください。

（特別館長　中牧弘允）
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私たちの食生活と環境

　みなさんは「食物連鎖」ということばを知っ
ていますか？公園や緑地などを例に見てみま
しょう。草むらではバッタが草を食べていま
す。そしてカエルがバッタを食べます。さらに
ヘビがカエルを食べ、そのヘビはフクロウに食
べられます。もしフクロウが死んで地面に落ち
ればその亡

なきがら
骸はバクテリアによって分解されて

土に還るでしょう。そしてその土から栄養分を

吸収し育った植物をまたバッタが食べ…、とい
うように鎖のようにつながった関係を「食物連
鎖」と言います。
　「食べたり食べられたり、自然界は怖い
なぁ」と別の世界のことのように感じる人も多
いことでしょう。しかし遠い昔、まだ農耕が始
まる前の時代には、人間も食物連鎖に加わって
いたとことが想像されます。しかし、農耕や牧
畜が始まり、食べ物を野生の動植物にあまり頼
らなくても良くなってからは、自然界の食物連
鎖からすっかり遠ざかり、今やほとんど意識さ
れていません。ところが今でも私たちの生活
は、自然界と深く関わっているのです。
　地球上の生き物は食物連鎖に見られるよう
に、ほかの生き物と大気・水・土などで構成さ
れる環

わ
＝生態系の中で相互に関わりあって生き

ています。人間もまた生態系のなかに生きる生
き物の一つであり、水やエネルギー資源など、
生態系によってもたらされる恵みを受け取って
暮らしています。ところが近年、生態系の破壊
が問題になってきています。しかも生態系が破

　私たちはいまコロナウイルス感染症パンデ
ミックの中、これまでにない行動制限と、意識
変革を迫られています。

　新型コロナをはじめこれまでパンデミックを
起こした病気の多くが、動物から別の動物へそ
して私たちへと広がってきました。自然環境や
生態系の破壊は、また新たな感染症の出現・パ
ンデミックを招くかもしれません。

　環境の健全性と動物の健康は私たちの健康と
密接につながっています。生態系を守り野生動
物を健全に守ることが、人間の健康を守るこ
とにつながります。自然を守るということは私
たちの生命維持システムを守るということなので
す。

　では、吹田の環境、水辺の環境や生き物たち
はどのようにかわってきたのか、私たちの生活
はどう変わったのか、何を食べ、その食べ物は
どこでつくられ、どのようにめぐり私たちのも
とに届くのか？ 

　私たちの身近なところで、環境や季節がどの
ようにめぐり、かわり、生き物の命がつながっ
てきたのかを見つめてみよう。

（夏季展示実行委員会　委員長　藤田和則）

私たちの食生活と環境

令和４年度（2022年度）夏季展示　　　　　　　　　　　　　　　　　
「めぐる・かわる・つながる 〜吹田の自然環境と生き物の移り変わり〜」
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壊される原因のほとんどが人間の活動にある
とされています。いくつか原因があげられます
が、ここでは私たちの食生活が生態系へ与える
影響についてとりあげます。

牛肉の消費が増えると、水が足りなくなる？

　専門家による食料生産のために消費される水
の量の試算によると、小麦1kgあたり1,000～
2,000ℓに対して、牛肉1kgあたりではなんと1
万5千～2万ℓもの水を消費している計算になり
ます。一般的に、経済成長により食生活が豊か
になると牛肉の消費量が増えるとされています
が、この先果たして2050年頃に90億人を超え
ると想定されている世界人口の食を支えるため
の水は足りるのでしょうか。

地球上のあちこちから運ばれている、日本の食

　日本の食料生産・加工過程と輸送過程に排出
される二酸化炭素の量（最も重要な温室効果ガ
ス）を推計してみると、ミートソーススパゲ
ティは親子丼の2倍の排出量となっています。そ
の理由はスパゲティの材料である小麦やオリー
ブオイルがヨーロッパなどから長距離輸送され
ることにあります。スパゲティに限らず、今や
日本の食料自給率はわずか37%（カロリーベー
ス）と低く、食糧全体の約6割を海外からの輸入
に頼っている状況で、その輸送で排出される二
酸化炭素の量が問題視されています。

季節を問わず食べられるのはうれしいけれど

　大根や白菜は冬、トマトは夏が旬とされてい
る野菜です。旬でない時期にもこれらの野菜は
今や日本のどこでも手に入りますが、温室栽培
に伴う光熱動力や肥料等の投入による環境への
負荷は小さくありません。ナスについては、夏
秋の露地栽培に比べ、冬春の温室栽培では約3倍
の温室効果ガス排出量になります。

本当にもったいない！

　本来は食べられる食べ物を捨ててしまうこと
を「食品ロス」と言います。食べきれず残され
たものなど、これらの食品ロスが2018年度では
約600万トンにものぼりました。せっかくの食
料がムダになってしまうだけでなく、廃棄された
食品の処理は環境にも負荷をかけてしまいます。

　以上のように、ほんの一部ですが、私たちの
食生活が環境に与える影響を紹介しました。私
たちがおいしく食べることを優先するあまり、
生態系を壊してしまうことによって、大気汚染
や気象の異常、水不足など、かえって不利益を
被ることが起こりうるのです。自然との関わり
が薄くなった現代社会ですが、人間も生態系を
構成する要素の一つであることをあらためて認
識し、身近なところから環境を守るためにでき
ることを考えてみませんか。

（夏季展示実行委員　越智みや子）
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＜グループトーク＞　

「地元の川と池が語る－現在･過去･未来－」　　　　　　  ( 夏季展示実行委員　内田陽造）

皆様おはようございます。この地域の池では一番古いよう

で、しかも博物館のお膝元ということで進行役をつとめま

す。諸般の事情で、本日は神崎川さんと山田川さん、私を

含め８つの池に参加頂いています。まず牛ヶ首池さんから

五十音順で簡潔に自己紹介をお願いします。

釈迦が池（しゃかがいけ）

南千里駅の近く、千里南公園の中にいます。四季折々の植

物に囲まれ、ささやかな「吹田クワイ栽培園」もあります。

アオサギが見つめる辺りで、６１年前の夏、ニュータウン

の起工式があったことを覚えています。あの頃は人間より

も狸の数が多かったのですが。　

新からま池、とも呼ばれる原町の大きい池です。お隣の「牛

池（うしいけ）」は、２年ほど前に埋め立てられ地域の防

災広場などになっています。

牛ヶ首池（うしがくびいけ）

「どう見ても人工物」という声が聞こえますが、太陽の力を

感じませんか？　数百年かんがい用ため池として田んぼに水

を供給してきたので、最新鋭の太陽光パネル設置工事が始

まった時は、魚や水草たちも驚きましたが、地球環境のこと

も考えなければいけない時代、お役に立てるなら、これもあ

りかなと考える今日この頃です。

吹田市の天然記念物「ヒメボタル」で有名です。季節がめぐり、

初夏の夜になると海老池にかけての緑地帯で、幻想的な光の舞

を見せてくれます。一昨年と去年は立入禁止。私としては無観

客は残念でしたが、蛍たちにとっては静かな夜が良かったのか

も。

川面を渡る爽やかな風と朝の陽ざしを浴びていると、大気中
の二酸化炭素が増えている実感がなく、逆に気がかりです。
川沿いの遊歩道「水鳥の道」を散策する人も多いのですが、
数十年前は汚い臭いと散々言われたものです。私が好んで汚
れた訳ではないのですが…。行き交う舟で賑わった頃もあり
ました。戦争の時代も経験し、氾濫もしました。何度か流路
が変わりましたし…波乱万丈の川生？でした。

桃山台駅の南、桃山公園として整備され水鳥と竹林で有名で

す。西側には新御堂筋が通っています。

摂津市から参加…といっても吹田市山田南や岸部北と接し博

物館から 1km 程です。かんがい用ため池として長く過ごし

てきましたが、周囲の様子も変わり、私も役割を変えました。

いつも水鳥と触れあえます。ユリカモメが渡りの途中で立ち

寄ることもあります。

江戸時代からこの地にいて、明治の地図でもほぼ同じ形で

す。古い地名でもある「牛ヶ首」の由来は定かではありま

せんが、雨乞いのために牛の生首を投げ込んだという伝承

と関係しているのかも。いろんな鳥の声が聞こえます。カ

ラスは、「したたかに生き抜いてきたけれど、近頃は食糧

不足。飲食店の休廃業で、繁華街で暮らす連中は特に大変

だ」と嘆いていました。千里ニュータウンに人間が暮らし

始めてから 60 年…地球史から見れば一瞬ですが、周囲の

地形や景観は一変。でも、私は今後も都市近郊の緑豊かな

この地で穏やかに和やかにと思っています。

馬池（うまいけ）

春日大池 ( かすがおおいけ）

市場池（いちばいけ）

山田川（やまだがわ）

菩提池（ぼだいいけ）

竜ヶ池（たつがいけ）

高町池（たかまちいけ）

神崎川（かんざきがわ）

これからもヒメボタルの美しい発光を見たいですね。そ

のためにも私の周りの生態系が上手くバランスを保つこ

とが重要です。とても小さく、生物と無生物のあいだの

ようなウイルスに翻弄される日々が早く終わることと新

たなパンデミックが発生しないことも願っています。

石碑に刻まれた来歴、公民館横に保存展示された大樋…担っ
てきた役割の重要さを感じます。
今後は微力ながら、脱炭素や気候危機対策のお役に立てたら
と。暴風雨や熱波が頻繁に襲い、街は水没したり乾ききって、
多くの動植物も絶滅…そんな世紀末を未来の子供たちに見せ
たくないです。

先日、ヒドリガモと一緒に日向ぼっこをしていたミシシッピ

アカミミガメたちが、人間を見かけ慌てて潜っていきました。

浮かない顔で「お前たちは外来種だ、悪者だ！と罵られるけど、

可愛いと飼われ、大きくなると捨てられただけなのに」と、

ぼやいていました。大きな切り株も遺されています。4 年前

の秋の台風、直径 50ｃｍ位の大木が何本も根元からなぎ倒さ

れる凄まじさ、避難できない木々は耐えるだけでした。地球

温暖化が進めば毎年猛烈な台風が襲来…心配です。私は吹田

市による池の健康診断を毎年受け、今のところ異常無しです

が、周辺の生態系も地球も健康でいて欲しいと思います。み

んな未来を共有しているのですから。

丘陵の谷を平野に向かって流れ始めてから、いくつもの時代が

めぐりました。今後も地域に寄り添い過ごしていきたいです。

渇水は困りますが、私は急に増水することがあるので、猛烈な

集中豪雨が増えないようにと願っています。　

「市場」という名前と「オアシス広場」の愛称通り、これまで

の苦労も忘れず、人間を含め、ここに集う生き物たちにとって

大事な場所、潤いを与える環境であり続けたいと思います。

計 10 か所の川と池による会合、略称「ＫＩ10」いかがでしたか？　
形式はバーチャルでも内容はリアルです。これが起点となって、皆様の興味関心に繋がればと思います。
誌面の都合でダイジェスト版となりました。夏季展示では完全版を展示します。

古地図や土地利用図から、長く農村集落だったことが分

かる一帯も今は住宅地。プラスチックごみが気になるけ

ど水量は豊富。しかし、周りの池が次々と埋め立てられ

る中、私は時の流れに身を任せているだけで良いのかと

悩んでいます。

私は昔から水がきれいで、夏には子供たちが泳いでいま

した。今は水泳禁止ですが、憩いの場であることは変わ

りません。桃山公園の魅力向上事業では、人間だけでなく、

渡り鳥や竹林の声も聞いて進めてくれることを期待して

います。

釈迦が池（しゃかがいけ）

牛ヶ首池（うしがくびいけ）

佐竹公園として整備され、桜やハスやメタセコイア並木が散

策する人たちを癒しています。メタ セコイアは「生きた化石」

と言われますが、約７０年前に近くで本物の化石（アケボノ

ゾウの歯）が見つかりました。アケボノゾウがいた時代

（120 ～ 250 万年前）、私はもちろんいません。のちの千里

丘陵も隆起しておらず、湿原だったようです。

いや

丘陵地の水を集め、ニュータウンから山田の町並みを経て

安威川へ至ります。山田伊射奈岐神社の参道、大宮橋から

の写真、2018 年の地震で損傷を受けた大鳥居は右側にあり

ました。あの時は本当に怖かったです。

い ざ な ぎ

皆様の自己紹介、とても興味深い内容でした。私も「大池」「鴨

池」という別称通り、昔は広大で多くのカモが飛来していま

した。私を跨ぐ名神高速の向こうに、化粧直しを終えた「吹

田市立博物館」の建物がわずかに見えています。紫金山の麓

で春にはコバノミツバツツジが可憐な花を咲かせます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

また

奈良時代から近現代に至る変遷は河畔の説明板に詳しく

書かれています。吹田の村は、京につながる船泊まりと

して発展してきました。古い地図に描かれている御旅島

南側の川筋は、その後道路になり吹田市と大阪市の境界。

中の島公園付近は中州でした。この先、流れる水は時々

刻々と変わっても、海につながる「琵琶湖・淀川水系」

の一員として、この地域にとってかけがえのない存在で

あり続けたいです。

へんせん

私は北側の堤の補強工事中ですが、その堤下にある碑文を読

むと、水を大切にしてきた過去の努力が偲ばれます。そして、

皆様のお話を聞きながら、バラバラに思えた話題が様々な意

味で「つながっている」と感じています。私自身も含め、時

代がめぐり曲がり角に差しかかる中、役割を変えながら未来

へ向かって歩む様子もわかりました。宇宙からは地球や吹田

の自然環境の移り変わりがどのように見えているのか、ふと

気になりました。

皆様、本日はお疲れ様でした。順次退出して下さい。

しの

馬池（うまいけ）

春日大池 ( かすがおおいけ）

市場池（いちばいけ）

山田川（やまだがわ）

菩提池（ぼだいいけ）

竜ヶ池（たつがいけ）

高町池（たかまちいけ）

神崎川（かんざきがわ）

釈迦が池（しゃかがいけ）
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も。

川面を渡る爽やかな風と朝の陽ざしを浴びていると、大気中
の二酸化炭素が増えている実感がなく、逆に気がかりです。
川沿いの遊歩道「水鳥の道」を散策する人も多いのですが、
数十年前は汚い臭いと散々言われたものです。私が好んで汚
れた訳ではないのですが…。行き交う舟で賑わった頃もあり
ました。戦争の時代も経験し、氾濫もしました。何度か流路
が変わりましたし…波乱万丈の川生？でした。

桃山台駅の南、桃山公園として整備され水鳥と竹林で有名で

す。西側には新御堂筋が通っています。

摂津市から参加…といっても吹田市山田南や岸部北と接し博

物館から 1km 程です。かんがい用ため池として長く過ごし

てきましたが、周囲の様子も変わり、私も役割を変えました。

いつも水鳥と触れあえます。ユリカモメが渡りの途中で立ち

寄ることもあります。

江戸時代からこの地にいて、明治の地図でもほぼ同じ形で

す。古い地名でもある「牛ヶ首」の由来は定かではありま

せんが、雨乞いのために牛の生首を投げ込んだという伝承

と関係しているのかも。いろんな鳥の声が聞こえます。カ

ラスは、「したたかに生き抜いてきたけれど、近頃は食糧

不足。飲食店の休廃業で、繁華街で暮らす連中は特に大変

だ」と嘆いていました。千里ニュータウンに人間が暮らし

始めてから 60 年…地球史から見れば一瞬ですが、周囲の

地形や景観は一変。でも、私は今後も都市近郊の緑豊かな

この地で穏やかに和やかにと思っています。

馬池（うまいけ）

春日大池 ( かすがおおいけ）

市場池（いちばいけ）

山田川（やまだがわ）

菩提池（ぼだいいけ）

竜ヶ池（たつがいけ）

高町池（たかまちいけ）

神崎川（かんざきがわ）

これからもヒメボタルの美しい発光を見たいですね。そ

のためにも私の周りの生態系が上手くバランスを保つこ

とが重要です。とても小さく、生物と無生物のあいだの

ようなウイルスに翻弄される日々が早く終わることと新

たなパンデミックが発生しないことも願っています。

石碑に刻まれた来歴、公民館横に保存展示された大樋…担っ
てきた役割の重要さを感じます。
今後は微力ながら、脱炭素や気候危機対策のお役に立てたら
と。暴風雨や熱波が頻繁に襲い、街は水没したり乾ききって、
多くの動植物も絶滅…そんな世紀末を未来の子供たちに見せ
たくないです。

先日、ヒドリガモと一緒に日向ぼっこをしていたミシシッピ

アカミミガメたちが、人間を見かけ慌てて潜っていきました。

浮かない顔で「お前たちは外来種だ、悪者だ！と罵られるけど、

可愛いと飼われ、大きくなると捨てられただけなのに」と、

ぼやいていました。大きな切り株も遺されています。4 年前

の秋の台風、直径 50ｃｍ位の大木が何本も根元からなぎ倒さ

れる凄まじさ、避難できない木々は耐えるだけでした。地球

温暖化が進めば毎年猛烈な台風が襲来…心配です。私は吹田

市による池の健康診断を毎年受け、今のところ異常無しです

が、周辺の生態系も地球も健康でいて欲しいと思います。み

んな未来を共有しているのですから。

丘陵の谷を平野に向かって流れ始めてから、いくつもの時代が

めぐりました。今後も地域に寄り添い過ごしていきたいです。

渇水は困りますが、私は急に増水することがあるので、猛烈な

集中豪雨が増えないようにと願っています。　

「市場」という名前と「オアシス広場」の愛称通り、これまで

の苦労も忘れず、人間を含め、ここに集う生き物たちにとって

大事な場所、潤いを与える環境であり続けたいと思います。

計 10 か所の川と池による会合、略称「ＫＩ10」いかがでしたか？　
形式はバーチャルでも内容はリアルです。これが起点となって、皆様の興味関心に繋がればと思います。
誌面の都合でダイジェスト版となりました。夏季展示では完全版を展示します。

古地図や土地利用図から、長く農村集落だったことが分

かる一帯も今は住宅地。プラスチックごみが気になるけ

ど水量は豊富。しかし、周りの池が次々と埋め立てられ

る中、私は時の流れに身を任せているだけで良いのかと

悩んでいます。

私は昔から水がきれいで、夏には子供たちが泳いでいま

した。今は水泳禁止ですが、憩いの場であることは変わ

りません。桃山公園の魅力向上事業では、人間だけでなく、

渡り鳥や竹林の声も聞いて進めてくれることを期待して

います。

釈迦が池（しゃかがいけ）

牛ヶ首池（うしがくびいけ）

佐竹公園として整備され、桜やハスやメタセコイア並木が散

策する人たちを癒しています。メタ セコイアは「生きた化石」

と言われますが、約７０年前に近くで本物の化石（アケボノ

ゾウの歯）が見つかりました。アケボノゾウがいた時代

（120 ～ 250 万年前）、私はもちろんいません。のちの千里

丘陵も隆起しておらず、湿原だったようです。

いや

丘陵地の水を集め、ニュータウンから山田の町並みを経て

安威川へ至ります。山田伊射奈岐神社の参道、大宮橋から

の写真、2018 年の地震で損傷を受けた大鳥居は右側にあり

ました。あの時は本当に怖かったです。

い ざ な ぎ

皆様の自己紹介、とても興味深い内容でした。私も「大池」「鴨

池」という別称通り、昔は広大で多くのカモが飛来していま

した。私を跨ぐ名神高速の向こうに、化粧直しを終えた「吹

田市立博物館」の建物がわずかに見えています。紫金山の麓

で春にはコバノミツバツツジが可憐な花を咲かせます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

また

奈良時代から近現代に至る変遷は河畔の説明板に詳しく

書かれています。吹田の村は、京につながる船泊まりと

して発展してきました。古い地図に描かれている御旅島

南側の川筋は、その後道路になり吹田市と大阪市の境界。

中の島公園付近は中州でした。この先、流れる水は時々

刻々と変わっても、海につながる「琵琶湖・淀川水系」

の一員として、この地域にとってかけがえのない存在で

あり続けたいです。

へんせん

私は北側の堤の補強工事中ですが、その堤下にある碑文を読

むと、水を大切にしてきた過去の努力が偲ばれます。そして、

皆様のお話を聞きながら、バラバラに思えた話題が様々な意

味で「つながっている」と感じています。私自身も含め、時

代がめぐり曲がり角に差しかかる中、役割を変えながら未来

へ向かって歩む様子もわかりました。宇宙からは地球や吹田

の自然環境の移り変わりがどのように見えているのか、ふと

気になりました。

皆様、本日はお疲れ様でした。順次退出して下さい。

しの

馬池（うまいけ）

春日大池 ( かすがおおいけ）

市場池（いちばいけ）

山田川（やまだがわ）

菩提池（ぼだいいけ）

竜ヶ池（たつがいけ）

高町池（たかまちいけ）

神崎川（かんざきがわ）

釈迦が池（しゃかがいけ）
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　数年前から自然と関わりのある活動が増え、吹
田市内の公園や河川を散策することが多くなりま
した。そして、その機会が増えるほど外来種に遭
遇することが多くなりました。現在、世界中で外
来種の問題が深刻化しており、以前からある程度
の知識は持っているつもりでしたが、自分の生活
している身近な環境にも多くの外来種が生息して
いたことを実感しました。
　万博記念公園自然文化園内の池では、水辺近く
に人影が映ると、餌を貰おうと魚たちが水面近く
によって来ます。多くの人はコイだと思っていま
すが、口の周りにヒゲがありません。コイには口
の周りに４本のヒゲがあるので明らかに違う種で
す。この池には、コイと中国原産の外来種である
ソウギョが同居しているのです。なぜここにソウ
ギョが生息しているのか疑問に思い関係者に伺い
ましたが、50年以上前のことで調べないと分から
ないとのことでした。それだけ、ここでは外来種
のいることが違和感のないこととなっているのです。

　また、市内の池や河川周辺を散策していると、
北米原産のミシシッピアカミミガメをよく見かけ
ます。このカメは日本中の池や河川で繁殖地を広
げていて、日本固有種であるイシガメの生息地を
奪っています。多くの家庭でペットとして飼育さ
れているため特定外来生物に指定はされていませ
んが、環境省は近いうちにアメリカザリガニとと
もに販売や飼育の規制をする法案を提出しようと
しています。
　環境省では、『いま飼っている個体は、野外に
放したり捨てたりせず、最後まで飼い続けるよう
に』呼びかけていますが、心配なのは飼育下で40
年以上と言われているミシシッピアカミミガメの
寿命です。家庭で飼育が困難となり、規制前に大
量に野外に放たれる恐れがあるのではないでしょ
うか。ペットとして飼育されていたものが人間の
都合で放棄され自然界で繁殖していく、なんと悲
しいことでしょう。
　いつ何処からやって来たのか分からない外来種
は、日本中で生息地を広げています。そして外
来種の侵入によって、元々あった生態系が壊され
深刻な問題になっています。それが影響して『外

来種＝悪者』という印象を私たちは持ってしまい
ました。個々の外来種が日本に住み着いた理由は
様々ですが、言えることは、どの種も人間の都合
で海外から運ばれてきたということです。人間の
責任を改めて考えなければならないと思います。
　吹田市内を流れている川は、護岸がコンクリー
トで固められた都会で見られる河川ばかりで、一
見すると生物は生息していないような環境です。
しかし水辺に降りて観察してみると、実に様々な
生物たちが、この環境で生息していることが分か
ります。中でも驚いたことは、絶滅危惧種となっ
ているミナミメダカや準絶滅危惧種であるコオイ
ムシなどの生物が生息していける環境が、吹田市
内の河川で存在している事でした。

　さらに注目すべき点は、同じ環境下で日本固有
のミナミメダカと外来種のカダヤシ（タップミ
ノー）が共存していたことでした。カダヤシは、
蚊の幼虫であるボウフラを駆除するために移入さ
れたのですが、水質汚染に強く卵胎生であること
などが理由で、在来種であるメダカより優位にな
り、メダカの生息地を奪ってしまったことで特定
外来生物に指定されました。しかし近年では、両
者には、食性や遊泳力に違いがあり、吹田市の河
川で見られるような、すみ分けが進んだ地域も出
てきているようです。人間が移入した生物も回り
まわって生態系を構成する一員になっていくこと
がわかります。
　このように共存している例は増えてきました。
ただ、多くの地域では未だに外来種の進出が在来
種の生存を脅

おびや

かしています。農作物を荒らすこと
や病原菌を感染させるなど人間に悪影響を与えて
いる地域もあります。そのようなことを考えると
駆除すべきなのかもしれません。しかし、生物は
地球上で互いに関係を持って生活しています。外
来種の移入は生態系を破壊する問題を起こします
が、駆除することで生物のいない環境にしてしま
うことの方が大きな問題だと思います。外来種に
罪はありません。これ以上生息地が広がるのを防
ぎ、人間と共存していける道を考えていくことが
もっとも大切なことだと思います。

（夏季展示実行委員　奥山佳一）

吹田市の水辺で出会う外来種

吹田市内河川に生息するミナミメダカ

自然文化園内の池で同居するコイとソウギョ
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まちなか水族館の活動

　まちなか水族館とは、公共施設に生き物のう
るおいを演出し、水辺の自然環境保全の大切さ
を学ぶことを目的としたもので、吹田に生息し
た身近な淡水魚などを大型水槽で展示し、水辺
の保全を訴えようと、市民や職員のボランティ
アにより維持管理されています。
　私は、このまちなか水族館のボランティアと
して活動させていただいていますが、月に2回ほ
ど水槽の清掃や水換えがあり、その活動を行っ
ていると市民の方々が足を止めて魚を見に来て
くださったり、ボランティアの私たちに声をか
けてくださったりしています。子ども達だけで
はなく、大人の方々も水槽に関心を持ってくだ
さるため、水槽の維持をするやりがいになって
います。

　また、まちなか水族館のボランティア活動で
は、水槽の掃除や水換えを行う以外に、すいた
環境教育フェスタや吹田市立博物館の夏季展示
などの環境イベントにも参加しています。月に1
回ほどある連絡会議では、ボランティアの方々
が、環境イベントについての案を提案しあった
りして、子ども達が楽しみながら魚や生物多様
性についてもっと関心を持ってくれるような企
画作りをしていますので、ぜひすいた環境教育
フェスタや吹田市立博物館の夏季展示などに参
加していただけると嬉しいです。

（まちなか水族館　川田佳奈）

ガールスカウトとのコラボ企画について

　日常生活において自然と触れ合う機会が減少
している今、2022年4月23日(土)にガールスカ
ウト大阪府第21団の子ども達とまちなか水族館
の清掃活動に関わっているメンバーでおこなっ
たイベントは「自然」というものについて改め
て考える機会となりました。
　そのイベントでは主に糸田川の清掃ともんど
りを仕掛ける作業の2つを行いました。清掃活動
を行った糸田川は上から見ると綺麗に見える一
方、川に入ると空き缶やビニール、タバコの吸
い殻などが落ちており、見るだけでなく実際に
行動をしなければわからないことがあるという
ことを感じました。

　また、清掃活動終了後には川にいる生き物を
子ども達と一緒に探し、メダカやドジョウ、ヤ
ゴやカエルなどを見つけました。その後、ガー
ルスカウト大阪府第21団の子ども達が川の流れ
や場所を考えながら、ペットボトルで作ったも
んどりを仕掛ける作業を行いました。加えて、
まちなか水族館ボランティアから川で取れた魚
やオイカワなどの在来種、外来種についての話
があり、今回のイベントを通して環境や川にい
る生き物についての知識を深め、今後持続的な
環境を作っていくために自分にできることは何
かを考える時間となりました。

（まちなか水族館　溝本衣純）

まちなか水族館の活動

まちなか水族館（水道部）

まちなか水族館（本庁）

ガールコラボイベント その 1

ガールコラボイベント その 2



8

吹田市立博物館だより　第90号　令和4年（2022年）6月30日発行
編集・発行／吹田市立博物館
〒564−0001　吹田市岸部北４丁目10番１号　TEL 06（6338）5500　FAX 06（6338）9886　ホームページ http://www2.suita.ed.jp/hak/

この冊子は2,500部作成し、1部あたりの単価は26円です。
森林認証紙と植物油インキを使用しています。

私たちの地球と環境問題
　環境問題や環境保護・保全を語るうえで、
“Ｔｈｉｎｋ　Gｌｏｂａｌｌｙ.　Ａｃｔ　L
ｏｃａｌｌｙ.”という標語は、地球規模で考
え、足元から行動せよということを言っていま
す。確かに今年の夏季展示のサブテーマの～吹
田の自然環境と生き物の移り変わり～を考え
た場合世界的な生物多様性危機の問題につなが
り、その一つの原因として地球温暖化の問題に
もつながります。
　私たちが暮らす地球は青い惑星と言われてい
ますが現在９つの地球環境問題が生じていま
す。
　それらは先に述べた地球温暖化や野生生物種
の減少（生物多様性の危機）をはじめ、オゾン
層破壊、酸性雨、森林
の 減 少 ・ 破 壊 、 砂 漠
化、海洋汚染（水質汚
濁）、有害化学物質の
越境移動、開発と途上
国の環境問題があると
いわれています。そこ
で現在この地球と自然
環境にさまざまな環境
問題を起こしてきた原因は一体何かという疑問
を紐解く前に、まず地球がどのように現在の自
然環境を作り上げてきたかといういわば地球の
生い立ちを見てみることにしました。
　地球が誕生してから46億年もの長い地球と生
物の歴史を分かりやすくするために１年（365
日）に凝縮して振り返ってみたいと思います。
　夏季展示では、特別展示室壁面に地球史グラ
フィック年表を展示します。それには、１月１
日０時に地球誕生、１月24日に陸と海の形成、
２月17日に陸に原始バクテリアの誕生（生命誕
生）、５月31日にラン藻（シアノバクテリア）
による光合成が活発となり酸素供給が増加、11
月14日にオゾン層が形成され有害紫外線を吸
収、11月28日に生物の陸上進出、12月26日20
時17分ごろ恐竜大絶滅、12月31日23時37分に
現生人類（ホモ・サピエンス）誕生、12月31日
23時59分58秒に産業革命となっています。
　260年前に起こった産業革命は、地球史のカ

レンダーで見ると最後の２秒間で化石燃料によ
る一連の産業の変革と社会構造の変革をもたら
したのです。
　産業革命の始まる以前の社会に住む人々は自
然とともに進化し見事に環境と調和したもので
したが、その後の大量生産、大量消費など拡大
した人間活動に起因する地球環境問題が起こっ
てきました。この長い地球の歴史を見ると、私
たち人類が極めて短時間で、46億年かけてつく
りあげられた地球環境を劇的に変化させてきた
ことがわかります。21世紀の現代社会が直面し
ている数多くの地球環境の問題の原因は、産業
革命以降の西洋近代科学技術によって人間中心
主義の自然環境をコントロールすることで物質
的繁栄をもたらしましたが、一方で自然環境を
食いつぶしてきたことにより資源の枯渇と環境
悪化をもたらし、今や人類の生存基盤まで脅か
し始めたといっても過言ではありません。
　生物と自然と地球環境との共存関係の継承
は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）で表現さ
れているように私たち人類の今後の活動にか
かっています。これまでの人間中心主義ではな
い視点で環境の現状や問題をとらえ、あくまで
人間も自然環境の生態系の一員であることを改
めて認識し、限りある自然環境資源に対して科
学技術の進歩だけに頼るのではなく、自然と共
生する社会の大切さを知り、自然や環境に配慮
した自らの目標と努力が求められるのです。

　いまや私たち自らが将来の世代や地球環境の
ために考えて行動する意義と役割が明白に問わ
れる時代が到来したといえるのではないでしょ
うか。

(夏季展示実行委員　西尾　昌)


